
 

 

 

第７６代生徒会スローガン 

『心をつなぐ ～互いに声をかけ、想い合う大野～』 
４月１５日(金)は、「生徒会の日」でした。１時間目の対面式・生徒会オリエンテーションに続き、生徒総会、

午後からは、歓迎遠足を実施しました。 

今年度の生徒会活動を生徒全員で理解し、歓迎遠足で、「心をつなぐ」活動を行いながら、大野中学校の全

校生徒がまとまっていく姿が見られました。「生徒会の日」を生徒会のリーダーたちの指示のもと、２年生、３年

生が積極的に自分たちで考えながら行動しようとする姿が見られ、今年度の様々な生徒会活動が楽しみになっ

てきました。１年生は、先輩たちについて行くのが精一杯の様子でしたが、それでも、整列や移動などを自分た

ちで考えながら行動する姿が見られました。 

『心をつなぐ』というメインスローガンが達成できる生徒集団に育ってくれることを期待させる一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大野中学校「あんしんメール」への再登録ありがとうございました。 

主 な 行 事 予 定 
4/22(金) 

授業参観・学級懇談会 

P総会、学年 P総会は書面決議 4/19(火) 全国学力・学習状況調査(3年) 

4/20(水) 学級集合写真撮影 4/28(木) 体育祭結団式、体育祭練習開始 

4/21(木)  発育測定 5/14(土) 体育祭練習、準備    5/15(日) 体育祭 

令和 4年度 大野城市立大野中学校 学校通信 第２号 

「志」大野中だより 

令和 4年 4月 1８日(月) 

文責：校長 瀨口 勇治 

「主体的」とは 
今回の生徒総会の中で、「主体的」という言葉が たびたび出てきました。 

では、「主体的」の意味を理解していますか？ 「主体的」とは、自分の意志や判断に基づき、責任を持

って行動することです。自分の考えによって取るべき行動を選択するだけではなく、自らの行動がもたら

す結果にも責任を負うことができる、という意味を持っています。簡単に説明すると「自分で決められる

ことは自分で決め、行動する」ことです。 

「主体的」とよく似た言葉で「自主的」があります。 「自主的」 とは 、他からの指図や干渉によらずに、

なすべきことを自分の意思に基づいて行うさま、のことです。誰にも、何も言われずに自分で「やろう！」と思

ってやることができるということです。 

例をあげると ○宿題を自分からする→自主的  ○宿題だけではなく、自分から何か勉強をする→主体的 

           ○係活動を進んで行う→自主的  ○係活動だけでなく、クラスをよりよくするためにアイデ

アを出したり、新しい行動をおこしたりする→主体的 

「主体的」の意味を理解し、学習や学校生活等に主体的に取り組んでくれることを期待します。 

しかし、注意点が一つ。それは「自主的な行動ができないと主体的な行動も身につかない」ということで

す。まずは、「すべきことが明確であること」に率先して取り組める習慣をつけることが大切であるといえる

でしょう。 

生徒会オリエンテーション 生徒総会 歓迎遠足 


